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地
域
別
教
育
懇
談
会
に
 

ご
参
加
く
だ
さ
い

    　
こ
の
た
び
、令
和
５
年
度
の
後
援
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
沼
尾
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
後
援
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。歴
史
と
伝
統
の
あ

る
日
本
工
業
大
学
の
後
援
会
会
長
に
就

く
こ
と
は
大
変
な
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
一
年
間
、皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
日
本
工
業
大
学
後
援
会
は
、大
学
が

創
設
さ
れ
た
年
で
あ
る
昭
和
42
年
の
11

月
に
発
足
し
ま
し
た
。会
員
で
あ
る
保
護

者
が
積
極
的
に
参
加
し
後
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、日
本
工
業
大
学
を
よ
り
良
い

大
学
に
し
、こ
こ
で
学
ぶ
ご
子
息
、ご
息

女
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
豊
か
に
し
て
い

く
と
い
う
趣
旨
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年
度
よ

り
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
地
域
別

教
育
懇
談
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
以
前
と
は
異
な
り
、大
学
を
会
場

と
し
た
集
中
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
方
か
ら
は
、大
学
で
の
様
子

を
担
当
の
先
生
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
、心
配
事
が
解
消
で
き
て
良
か
っ

た
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。本
年
度
は
茨
城
県
支
部
と
北
陸
支

部
が
９
月
下
旬
に
地
元
会
場
に
て
開

催
、
近
県（
埼
玉
・
東
京
・
神
奈
川
）が
10

月
１
日
、そ
れ
以
外
が
10
月
22
日
に
大

学
会
場
に
て
集
中
開
催
の
予
定
で
す
。

さ
ら
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、学
生
の
要
望
を
考
慮
し
た
環

境
整
備
を
行
う
特
別
事
業
と
し
て
、本

年
度
は
本
館
教
室
へ
の
Ｐ
Ｃ
用
コ
ン
セ
ン

ト
の
設
置
と
We
b
面
談
用
の
個
人
ブ
ー

ス
の
設
置
を
行
い
ま
す
。Ｐ
Ｃ
用
コ
ン
セ

ン
ト
は
１
、２
、３
号
館
の
各
教
室
の
廊

下
側
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
計
348
口
設
置
い
た

し
ま
す
。ま
た
、W
e
b
面
談
用
の
個
人

ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
増

え
た
W
e
b
に
よ
る
就
職
面
接
に
使
用

で
き
る
様
に
、就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
室
に

専
用
ブ
ー
ス
８
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
の

で
、就
職
面
接
を
快
適
に
効
果
的
に
行

え
、就
職
活
動
を
有
利
に
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、今
年
度
開
設
し
た
学
生
や
保

護
者
の
電
話
相
談
窓
口「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」や「
N
I
T
100
円

朝
食
」、就
職
活
動
に
関
連
す
る
費
用

補
助（
適
性
試
験
、S
P
I
模
試
、エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
等
）な
ど
へ
の
支
援

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

後
援
会
の
様
々
な
活
動
も
制
約
を
受

け
、会
員
の
皆
様
に
も
不
自
由
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、徐
々
に
活
動
を

再
開
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍

を
経
た
か
ら
こ
そ
、新
た
な
活
動
ス
タ
イ

ル
へ
の
検
討
も
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。例
え
ば
、本
学
の
課
外
活
動
加
入

者
率
の
推
移
は
令
和
２
年
度
に
急
減
し

ま
し
た
が
昨
年
度
ま
で
に
回
復
し
、本
年

度
は
一
年
生
の
加
入
者
数
だ
け
で
な
く
、

全
体
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
前
を
超
え
た

高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、行
動
様
式
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

学
生
生
活
の
中
で
は
以
前
と
は
異
な
る

要
求
も
出
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
の

で
、後
援
会
活
動
に
対
す
る
会
員
皆
様

の
ご
意
見
、ご
要
望
も
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
、よ
り
良
い
後
援
会
活
動
を
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
と
、日
本
工
業
大
学
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
5
月
21
日
(日
)14
時
よ
り
、
大

学
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
令
和

５
年
度
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
当
日
は
80
名
の
会
員
（
委
任
状
出
席

は
１
、
２
１
８
名
）
と
成
田
学
長
以
下

大
学
執
行
部
・
各
課
長
が
出
席
。
髙
橋

仁
副
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
を

進
行
し
ま
し
た
。
 

　
第
１
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事
業
報

告
」
を
櫻
井
総
務
よ
り
、
第
２
号
議
案

「
令
和
４
年
度
決
算
報
告
」
を
安
田
財

務
よ
り
説
明
。
「
同
監
査
報
告
」
を
磯

見
監
事
よ
り
報
告
。
以
上
一
括
審
議
の

上
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

次
に
、
第
３
号
議
案
「
令
和
５
年
度
事

業
計
画
案
」
を
本
田
副
会
長
よ
り
、
第

４
号
議
案
「
令
和
５
年
度
予
算
案
」
を

沼
尾
財
務
よ
り
説
明
。
２
件
の
質
疑
応

答
が
あ
り
、
一
括
審
議
の
上
、
拍
手
に

よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
第
５
号
議
案
「
理
事
・
監
事

の
銓
衡
」
は
、
松
本
銓
衡
委
員
長
よ

り
、
銓
衡
委
員
会
に
よ
る
銓
衡
結
果
を

報
告
。理
事
候
補
者
71
名
、監
事
候
補
者

２
名
の
名
簿
が
示
さ
れ
、
拍
手
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
新
役
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、
令
和
５
年
度
の
役

員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
　
長
　
沼
尾
　
正
晴
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埼
玉
）
 

　
副
会
長
　
安
田
　
泰
久
（
神
奈
川
）
 

　
　
〃
　
　
野
﨑
　
　
修
（
山
形
）
 

　
　
〃
　
　
本
田
　
和
之
（
神
奈
川
）
 

　
総
　
務
　
佐
伯
　
直
樹
（
富
山
）
 

　
　
〃
　
　
篠
葉
　
幸
一
（
埼
玉
）
 

　
財
　
務
　
香
坂
　
一
太
（
東
京
）
 

　
　
〃
　
　
矢
野
　
信
幸
（
岐
阜
）
 

　
監
　
事
　
藤
枝
　
裕
子
（
千
葉
）
 

　
　
〃
　
　
清
水
　
重
喜
（
山
梨
）
 

総
会
終
了
後
、
一
般
会
員
は
学
内
施
設

を
見
学
。
学
友
会
館
ホ
ー
ル
で
は
理
事

会
が
行
わ
れ
、
退
任
理
事
に
対
し
、
成

田
学
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
再
び
学
友
会
館

に
参
集
し
、
久
々
の
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
後
援
会
恒
例
の
地
酒
や
銘

菓
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
各
地
域
の
会

員
と
教
職
員
が
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

第
46
代
会
長
に
沼
尾
正
晴
氏
が
就
任

令和5年度 定期総会
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入学式後、ウェルカムセレモニーで新入生を歓迎

令和4年度 特別事業 
学生駐車場入退管理用ゲート設置完工

新任理事が一日研修 
大学を知る勉強会

長野県支部総会及び学長講演会 
（7月1日）

群馬・栃木・茨城・千葉合同 
新入会員説明会（5月13日）

栃木県支部総会及び就職等説明会 
・相談会（7月23日）

福島県支部 保護者のための 
就活セミナー出前講座（7月22日）

　
令
和
４
年
度
の
特
別
事

業
で
あ
る
学
生
駐
車
場
の

入
退
管
理
用
ゲ
ー
ト
が
完

成
し
、第
１
、第
２
駐
車
場

共
に
本
年
５
月
１
日
よ
り

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

入
庫
時
に
学
生
証
を
セ
ン
サ

ー
に
か
ざ
す
た
め
、部
外
者

に
よ
る
無
断
駐
車
が
な
く
な

り
、快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
６
月
17
日（
土
）、大
学
に
お
い
て「
新
任

理
事
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
新
任
理
事

19
名
が
出
席
し
、大
学
と
後
援
会
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。施
設
見
学
と
懇
親
会
も

行
わ
れ
、充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
18
日（
日
）、大
学
に
お
い
て
支
部
連

絡
協
議
会（
支
部
長
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
た
支
部
活
動

が
再
始
動
し
つ
つ
あ
り
、他
支
部
も
参
考
に

前
向
き
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

後援会はウェルカムセレモニーの費用に対し
100万円を補助しました。セレモニーでは、安齋
会長（当時）が後援会の活動についてスライドを
使ってＰＲ説明を行いました。

こころとからだの相談ダイヤル
大学では、学生と保護者のための相談窓口を開
設しました。健康相談、メンタルヘルスカウンセリ
ング、法律相談が可能です。後援会はこの制度
に対し100万円を補助しています。

皆様の積極的なご参加をお待ちしています‼ 
【支部会場】　 
　茨城県支部　9月23日(土) 
　北陸支部　　9月24日(日) 
【大学会場】 
　近県（埼玉・東京・神奈川）         10月 1日(日) 
　茨城・北陸・近県以外の全地域    10月22日(日)

支部連絡協議会 
全国から支部長が集結

令和5年度 地域別教育懇談会 
開催のお知らせ

支部活動 
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